
　
国
技
で
あ
る
相
撲
は
、
笹
川
地
区
の
歴
史
に
も

大
き
く
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ぶ
ら
り
歴

史
め
ぐ
り
は
、
特
別
号
と
し
て
相
撲
に
つ
い
て
ご

案
内
し
ま
す
。

東庄町観光ガイドの会
海上�義治さん

問　東庄町観光ガイドの会
　　☎080-8757-4750

会員募集中です！

わたしが案内します
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諏
訪
大
神
境
内
の
南
側
に
、

相
撲
の
神
様
﹁
野の

み
の
す
く
ね
の
み
こ
と

見
宿
祢
命
﹂
の

石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
石
碑

は
、
天
保
水
滸
伝
で
名
高
い
笹
川

（
岩
瀬
）
繁
蔵
が
、
天
保
13
年

（
１
８
４
２
年
）
に
建
て
た
も
の

で
す
。
そ
の
横
に
は
、
大
相
撲
の

名
門
出
羽
海
部
屋
、
笹
川
夏
合
宿

10
周
年
記
念
碑
﹁
心
技
体
﹂
が
、

並
ん
で
い
ま
す
。

　
碑
の
前
に
は
、
鉄
骨
の
屋
根
が

整
備
さ
れ
た
本
格
的
な
土
俵
が
あ

り
ま
す
。
土
俵
は
、
昔
か
ら
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
夏
合
宿
を
応

援
す
る
﹁
笹
川
出
羽
海
後
援
会
﹂

が
主
と
な
り
、
管
理
し
て
い
ま

す
。

　
境
内
の
土
俵
で
行
わ
れ
る
、
秋

季
大
祭
の
奉
納
相
撲
は
、
い
つ
か

ら
始
ま
っ
た
か
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
碑
が
建
て
ら
れ
た
天

保
時
代
に
は
、
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

繁
蔵
や
勢
力
富
五
郎
が
、
江
戸

（
東
京
）
相
撲
の
千
賀
ノ
浦
部
屋

に
入
門
し
て
い
た
こ
と
で
、
笹
川

地
区
と
大
日
本
相
撲
協
会
に
交
流

関
係
が
で
き
ま
し
た
。
近
代
に

は
、
奉
納
相
撲
の
た
め
に
同
協
会

よ
り
、
優
勝
旗
が
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
奉
納
相
撲
は
、
江
戸
時
代
か
ら

明
治
、
大
正
、
昭
和
中
期
ま
で

は
、
地
方
力
士
が
中
心
で
、
そ
こ

に
地
元
の
青
少
年
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
米
が
豊
作
だ
っ
た
年
に

は
、
大
相
撲
力
士
を
招
き
、
奉
納

相
撲
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
後
期
か
ら
は
、
県
内
外
駐

屯
地
の
自
衛
隊
員
が
中
心
と
な

笹
川
諏
訪

　
大
神
の
土
俵

奉
納
相
撲

▶ 

笹
川
新
橋
に
建
て
ら
れ
た
看
板

▲出羽海部屋夏合宿（令和元年）

ぶ
ら
り
歴
史
め
ぐ
り
特別号

東
散

庄



か
な
土
俵
入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
合
宿
中
に
は
、
東

庄
病
院
を
は
じ
め
、
近
隣
の
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
、
力
士
が
慰
問
し

た
り
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
し
て
、
町
民
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
奉
納
相
撲
や
、

出
羽
海
部
屋
の
夏
合
宿
は
、
笹
川

地
区
に
と
っ
て
夏
の
風
物
詩
で
あ

り
、
ま
さ
に
﹁
わ
が
町
に
相
撲
が

あ
る
﹂
と
言
え
ま
す
。

　
今
年
の
秋
季
大
祭
の
奉
納
相
撲

は
、
弓
取
式
の
み
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
同
日
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
相

撲
も
併
せ
て
行
う
予
定
で
す
。

▶ 

（
右
の
写
真
）
昔
の
諏
訪
大
神
土
俵
、

（
左
の
写
真
）
秋
季
大
祭
ち
び
っ
子
相

撲
（
令
和
元
年
）
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り
、
町
内
の
﹁
ち
び
っ
子
﹂
、
大

相
撲
力
士
を
招
い
て
行
う
形
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
７
月
最

終
土
曜
日
の
秋
季
大
祭
は
大
盛
り

上
が
り
で
す
。

※ 

過
去
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
縮
小
し
て
開
催
。

　
日
本
相
撲
協
会
の
出
羽
海
部
屋

の
笹
川
夏
合
宿
は
、
毎
年
８
月
に

２
週
間
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
13
年
か
ら
令
和
元
年
ま
で
、
19

年
間
連
続
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
令
和
２
年
以
降
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
20
周
年
記
念
を

目
前
に
し
な
が
ら
、
今
年
の
開
催

も
未
定
の
ま
ま
で
す
。

出
羽
海
部
屋
と
の
関
係

　

昭
和
60
年
、
秋
季
大
祭（
当
番

区
大
木
戸
）の
奉
納
相
撲
に
、
出

羽
海
部
屋
の
鷲
羽
山
関
な
ど
３
人

の
力
士
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
大
木
戸
区
の
有
志
と

鷲
羽
山
関
と
の
付
き
合
い
が
続
き
、

10
代
目
出
羽
海
親
方
を
襲
名
し
た

時
に
は
、
襲
名
披
露
祝
賀
会
を
笹

川
地
区
で
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
笹
川

地
区
で
出
羽
海
部
屋
の
夏
合
宿
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

合
宿
が
成
功
す
れ
ば
、
相
撲
フ
ァ

ン
が
増
え
、
奉
納
相
撲
も
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
賛
同

者
が
集
合
し
て
、
﹁
笹
川
出
羽
海

後
援
会
﹂
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
宿
の
運
営
費
は
、
後
援
会
会

費
と
協
賛
者
の
寄
付
な
ど
で
、
10

周
年
ま
で
ま
か
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
11
回
目
か
ら
は
、
町
か
ら
の

助
成
金
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

合
宿
は
、
大
木
戸
区
集
会
所

と
、
新
町
の
青
年
館
に
分
か
れ
て

宿
泊
し
、
毎
朝
諏
訪
大
神
の
土
俵

で
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
合
宿
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
、
県
内
外
か
ら
の
相
撲
フ
ァ
ン

が
訪
れ
、
売
店
な
ど
も
設
け
る
盛

況
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
力
士
に
抱
っ
こ
さ
れ
る

﹁
赤
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り
﹂は
、申

し
込
み
も
多
く
、
現
大
関
の
御
嶽

海
関
が
来
ら
れ
た
時
も
、
に
ぎ
や

出
羽
海
部
屋
　

　
　
　
夏
合
宿

▶ 

（
右
の
写
真
）
諏
訪
大
神
の
碑
、
（
左

の
写
真
）
観
光
会
館
に
飾
ら
れ
て
い
る

優
勝
旗

笹川 繁蔵
　天保水滸伝の主人公。笹川
の侠客。少年時代は、田舎相撲
が強く、江戸相撲の千賀ノ浦部屋
に１年ほど入門していた。


